
危機下危機下のの

レジリエント教育レジリエント教育とと

心理支援心理支援

日時

会場

主催：埼玉大学教育機構
　　　　多文化共修センター

後援：埼玉県教育委員会　
         さいたま市教育委員会

【事前申込制】
締切：11月11日

（対面・オンライン共通）

11:50-12:00

■  登壇者間のパネルディスカッション「危機下の教育現場の最大課題は何か。最も求められる支援は何か。」

■  シンポジウム参加者との交流

【第１部】　戦時下の教育と心理支援－ウクライナの経験

【第２部】　災害下の教育と心理支援－日本の経験

【第３部】　危機を越えてつなぐ教育　

－ウクライナと日本の経験から－

11:30-11:50

9:30-9:45

9:45-10:40

10:40-11:30

Resilient Education and Psychological Support in Crisis: Insights from Ukraine and Japan

　文部科学省「ソーシャルインパクト創出のための多文化共修キャンパス形成支援事業」

埼玉大学国際シンポジウム

● お申し込み　　➤上部のQRコードから参加お申し込みのページにアクセスできます。 https://forms.office.com/r/SampQbLMUV

● お問い合わせ　➤埼玉大学教育機構多文化共修センター（mccsu@gr.saitama-u.ac.jp)

埼玉大学総合研究棟１号館１階　シアター教室

令和7年11 14月 日
（金） 9:30開演

（9:00開場）

■  埼玉大学教育機構　多文化共修センター長 / 理事（教学・学生担当）・副学長　野中 進 

■  埼玉県教育委員会　　副教育長　佐藤 卓史 氏

■  さいたま市教育委員会　代表者（調整中）

■  ウクライナ・ポルタワ国立教育大学　副学長　Vasyl Fazan 氏 （ウクライナ語） 

■  埼玉大学教育学部長　教授    戸部 秀之 

＊ 個人情報について：取得した個人情報は、本イベントに 関連する

　 ことのみに使用し、「国立大学法人埼玉大学の保有する個人情報の

　 保護に関する規則」に基づき適切に管理します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウクライナ・ポルタワ国立教育大学　教授　Olha Nikolenko 氏 　　 （英語）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　同　助教　Kateryna Nikolenko 氏 （英語）

■  ｢戦時下での教育持続と生徒支援のポジティブな体験」･･･ ウクライナ各地の教師数名  （２～３名：ビデオ放映 / ウクライナ語） 

■「森田療法に基づくウクライナ教師の心理支援」　　    ･･･ 埼玉大学教育機構　准教授　趙 丹寧 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■  質疑応答

～ 埼玉大学エレクトン電子ピアノサークルの演奏・休憩（10分） ～

■「困難な時代の教育：教師の課題とポジティブな経験」･･･

開催挨拶

閉会挨拶

同時通訳あり!
対面で参加の方はスマートフォンと
イヤホンをご持参ください。

ハイブリッド開催
対面 (約100名)
オンライン (300名)

司会：埼玉大学国際本部　長沢 誠　教授　　　

司会：埼玉大学教育機構　趙 丹寧　准教授　　　

司会：埼玉大学教育機構　趙 丹寧　准教授　　　

■「文部科学省におけるD‑ESTの取組」　　   ･･･文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部 参事官 (施設防災担当) 付　参事官補佐　   松田 淳 氏

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部 参事官 (施設防災担当) 付 　緊急支援企画係長　  中森  慶 氏 

■「さいたま市の学校危機管理」 　　　　   ･･･さいたま市健康教育課　主任指導主事・係長　西川 裕樹 氏

■  質疑応答

「被災地支援としての学校支援チームの取組」 ･･･


